
くらやみ けいこうぶっしつ ひかりあ

暗闇の中で蛍光物質にブラッワライトの光を当
しょくぶつ

てると、蛍光物質だけガ光ります。そこで、桓物
みず す ちから りよう

の水を吸う力を利用し、水に溶力しだ蛍光ペンの
たいない と

インワを楢物体内に取り込ませてブラックライト
ひょうほん

で光る桓物標本を作ってみましょう。

かんさつ じゅんひ

l鬱観察の準備
するどはものた くき

(1) 野草を鋭い刃物や裁ちばさみで茎からカット

する。 ふか

(2) バケツ (10£) に水を深さ 5cmほど入れ、黄
いっぼんぶんと

色蛍光ペンのインクを一本分溶かす。
ようい さ すうじかん

(3) (2)で用意したバケツに野草を差し、数時間か
ひとばん

ら一晩おく。

巳光る植物を観察しよ

(1) 切り口をプラックライトで観察しよう。
は たて

(2) 茎を縦に切って観察しよう。

(3) 光っている葉を観察しよう。

どこか光っていたのかな。絵にかいてみよう。気

づいたことも書いておこ

植物の名前

ざいりょう

材料
きいろ ほじゅうよう

黄色の蛍光ペン（またはその補充用の黄色
すいせいかんりょつ やそう

蛍光水性顔料）ヮK野草（オシロイバナ、セイ
だいどアろ

タカアワダチソウ、ホウセンカなと）。台所
ようひょうはくざい がようし かこうよう

用漂白剤鬱画用紙。ラミネート加工用シート

道具
わばし ひろくち

魯カッター。割り箸。ブラックライト。広口
ようき あぴん

の容器（ガラスの空き瓶なとふたの閉まるも

の）。バケッ。ラミネート加工機
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3魯 ＜
 びん げんえき

(1) 広□瓶に台所用漂白剤の原液を入れる。
は

(2) 光っている葉をみつけ、広口瓶に入れて、フタを閉める。

(3) そのまま一晩おいておく。

※ここから先は、大人の人と一緒にやりましょう。

(4) 葉から色がぬけているので、割り箸で葉を取り出し、水でよく『元ぅ。
かたち かみはさ

(5) 形をととのえて紙に挟む。
ていおんちゅうおん かわ

(6) 低温から中温でアイロンをかけ、そのまま乾かす。

(7) 乾かしたらラミネート加工をする。
あけ

(8) 明かりを消して、標本にブラックライトの光を照らしてみよう。

とう

ブラックライトは、ホームセンターなどで売っています。普通の蛍光灯スタンドに、ブラックライトを
あお まいいじょうかさ

取り付けることができます。手に入らなかったら、青のセロハンフィルムを 5枚以上重ねたものを普通の

蛍光灯にかぶせても代わりになります。

どんな植物でも、光るかな。光る
おな

り方は同じ

菜でも試してみよう。きれいに光る植物標本ができたら、

く、ニンジンやフキなどの野
しら

を調べておくとよいですね。
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